






　年金委員は、厚生労働大臣から委嘱を受け
て、政府が管掌する厚生年金保険や国民年金の
事業について、会社や地域で啓発・相談・助言
などの活動を行う方々です。
　公的年金制度について、広く国民に周知する
とともに、制度への理解と信頼を深めていただ
くための普及・啓発活動を行うため、日本年金
機構法第30条に基づき、平成22（2010）年
１月に設置されました。

年金委員の推薦をお願いします

詳細は に掲載しています。年金委員 検索

募集中

　日本年金機構では、年金委員に対する活動支援
を行っています。年金委員になると、次のような
メリットがあります。

❶ 制度改正等のお知らせ
　活動の基本となる冊子や制度改正に関するリーフ
レットなど、定期的なお知らせが無料で受けられ
ます。

❷ 研修会への参加
　年金委員限定の研修会に無料で参加できます。
　★ 全国年金委員研修会（主催：日本年金機構 本部）

　　 全国の年金委員を対象に年１回実施

　★ 地域研修会（主催：主に各年金事務所）

　　 各都道府県において定期的に実施

❸ 表彰制度
　活動の功績に対し、厚生労働大臣や日本年金機構
理事長からの表彰制度（年１回）があります。

年金委員のメリット
　主に勤務する企業（厚生年金保険加入の適用事業
所）内で活動します。新入社員に対する年金制度の
概要説明や社内での年金制度の周知、定年退職予定
者への年金受給手続きの相談・助言等を行います。
　厚生年金保険の適用事業所のうち、被保険者数
300人未満の事業所は１名以上、被保険者数300
人以上の事業所は２名以上の設置をお願いしてい
ます。令和６年３月末時点で、全国で130,447名
の方が職域型年金委員として委嘱されています。

職域型年金委員とは？

　職域型年金委員の推薦は、事業主が「年金委員
推薦書（職域型）」を管轄の年金事務所に提出して
ください。

職域型年金委員の推薦方法

　年金委員は、活動範囲に
より、職域型と地域型の２
つに区分されます。
　職域型は主に厚生年金保
険加入の企業（適用事業所）
内、地域型は自治会などの
地域で活動します。

区　分 職　域　型 地　域　型

委嘱対象者
適用事業所における被用者年金に関する
事務を担当している方など

国または地方公共団体の職員として年金
事務に従事していたことがある方など

活 動 範 囲 主に厚生年金保険加入の適用事業所内 住所地の地域

推　薦　者 事業主 または 年金事務所長 市区町村、年金事務所長、関係団体

任         期 なし ３年（更新可）

年金委員の種類 ～職域型と地域型に区分されます

からの からの

▶このページの記事の内容に関するお問い合わせは、管轄の年金事務所（https://www.nenkin.go.jp/section/soudan/）まで
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「わたしと年金」 検索

算定基礎届・賞与支払届
の提出を忘れずに！

　算定基礎届および賞与支払届は、標準報酬月額や標
準賞与額の決定に必要な届出です。まだ提出されてい
ない場合は、事務センター（郵送・電子申請）または
管轄の年金事務所まで、すみやかに提出してください。

「わたしと年金」
エッセイ募集中

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、11月を
「ねんきん月間」と位置づけ、さまざまな取り組みを
行っています。「ねんきん月間」期間中は、公的年金
制度に対する理解を深めていただくための啓発活動を
展開する予定です。この取り組みの一環として、広く
皆様から公的年金をテーマにしたエッセイを募集しま
す。公的年金の大切さや意義を、皆様と一緒に考えて
いきたいと思いますので、ふるってご応募ください。

令和
６

年度

中学生以上応募資格

厚生労働大臣賞　日本年金機構理事長賞
優秀賞　入選

賞

11月に日本年金機構ホームページで発表発　 表
厚生労働省、文部科学省、
全国高等学校長協会、
全国都道府県教育委員会連合会

後　 援

令和６年９月９日（月）応募締切

公的年金の大切さ、応募者ご自身やご
家族との公的年金のかかわりなど、「わ
たしと年金」をテーマにしたエッセイ

内　　容

　健康保険・厚生年金保険の被保険者および70歳
以上被用者の実際の報酬と標準報酬月額との間
に大きな差が生じないように、事業主は７月１日
現在で使用している全被保険者の３か月間（４月、
５月、６月）の報酬月額を算定基礎届により届出
し、厚生労働大臣はこの届出内容に基き、毎年
１回、標準報酬月額を決定し直します。

詳細は、日本年金機構ホームぺージ【定時決定（算定基礎届）】

事務センター または
管轄の年金事務所提 出 先

毎年７月10日まで
※10日が土日祝の場合は翌営業日まで

提出期限

算定基礎届（定時決定）

　賞与は、健康保険・厚生年金保険の毎月の保険
料と同率の保険料を納付することになっていま
す。事業主が被保険者および70歳以上被用者に
賞与を支給した場合は、支給日から５日以内に
被保険者賞与支払届により支給額等を届け出ま
す。なお、賞与支払予定月に賞与の支払いがなかっ
た場合には、「賞与不支給報告書」を提出してく
ださい。

詳細は、日本年金機構ホームぺージ【従業員に賞与を支給した
ときの手続き】

事務センター または
管轄の年金事務所提 出 先

支給日から５日以内提出期限

賞与支払届

からの からのからの からの
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　健康保険の給付と公的年金のしくみを中心に、先
ごろ改正された育児休業や介護休業についても解説
します。特に企業で人事労務を担
当されている方は、「これだけは
押さえておきたい」ポイントが学
べます。

❶ 社会保険とは？　社会保険制度を知ろう

❷ 社会保険の適用　対象となる？ ならない？

❸ 健康保険の給付　こんなときにはこんな給付

❹ 公的年金制度のしくみ
❺ 年金の給付「老齢年金」
❻ 年金の給付「障害年金」「遺族年金」
❼ 改正後の出産・育児休業制度
❽ 出産手当金・出産育児一時金
❾ 産後パパ育休とパパ・ママ育休プラス
❿ 介護休業の基礎知識

講習会・セミナー WEBセミナー

費 用 無料

一部会員限定公開（会員はユーザー名・パスワード必要）

WEBセミナー

　主に実務担当者に向けて、社会保険制度の全体像
を踏まえたうえで、社会保険の適用や手続き、健康
保険や年金の給付の概要等を解説します。

社会保険の基礎知識
実務担当者向け

講習会・セミナー 会場型講習会

日 時 ９月25日（水）・26日（木）
10時～16時（昼休憩あり）

会 場 東京トラック事業健保会館（千代田区）

申込締切 ７月30日（火）15時

定 員 各日120名

講 師 特定社会保険労務士
望月 由佳

（望月社会保険労務士法人）

費 用 会員 無料［一般 15,000円］

会場型講習会

社会保険の基礎知識
社会保険全般を解説 公開中

講 師 特定社会保険労務士
安中　繁
ドリームサポートグループ代表
ドリームサポート社会保険労務士法人 代表社員

講習会・セミナー オンラインライブセミナー

オンラインライブ

講師 日本年金機構 新宿年金事務所 職員

令和６年10月からの
短時間労働者の適用拡大第１部

講師 東京労働局 職員

雇用保険制度の概要と
手続きについて第２部

日 時 ８月７日（水）13時30分～16時
費 用 無料 申込締切 開催日当日

Zoom配信のお申し込みになります。
会場受講申し込みは終了。見逃し配信等はありません。

動画「算定基礎」も公開中！

広報誌『協会だより』４
月号と同送の『算定基礎
届・月額変更届の手引き』

（令和６年度版）に沿っ
て解説しています。

講 師 特定社会保険労務士　大野 知美
（�あすそら社会保険労務士事務所）

2024年夏のセミナー＆講習会2024年夏のセミナー＆講習会 お申し込み受付中！
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　暑さ厳しい日本の夏。令和５年には異常気象と
もいえる記録的猛暑に見舞われ、５月から９月の
５カ月間で、熱中症とその疑いによる搬送者は
９万1,000人にのぼりました。地球温暖化が進め
ば極端な高温になることも予測され、国は対策の
ひとつとして、令和６年４月24日から「熱中症
特別警戒アラート」を運用し、さらなる警戒と注
意を呼びかけています。

◦室内では、エアコンや扇風機で温度調節
◦外出時には、日傘や帽子を利用
◦暑い日は、日中の外出をできるだけ控える
◦のどの渇きを感じなくてもこまめに水分補給
◦吸湿性や通気性のよい衣服を着用する　等

まずは、熱中症から自分の身を守ること
を心がけましょう！

令和６年４月から運用開始

季節の健康TOPICS

熱中症特別警戒アラート

　環境省と気象庁は、気温や湿度などをもとに
推計した「暑さ指数」が33以上になると予測さ
れる日の前日夕方と当日早朝に、熱中症警戒ア
ラートを発表しています。さらに、令和６年の
夏からは、都道府県内のすべての観測地点で「暑
さ指数」が35以上になると予測される場合に、
１段階上の熱中症特別警戒アラートが発表（10
月の第４水曜日まで、前日14時ごろに発表）さ
れています。

猛暑の夏      も涼しく楽しめる      スポット猛暑の夏      も涼しく楽しめる      スポット

GAS MUSEUMGAS MUSEUM
小平市

　明治５（1872）年に横浜に日本初のガス灯がとも
り、２年後の明治７（1874）年には85基のガス灯が
銀座を明るく照らしました。それから150年経った現
在、私たちの日常に欠かせないライフラインとなった
ガスの進化を学べる博物館です。

企画展「若き渋沢栄一 欧州を巡る」開催中

ガス灯館
　明治・大正期のレトロ
なガス灯とともに、日本
のガス事業の始まりを振
り返ります。当時のガス
灯の明るさを観察できる
点灯体験のほか、２階の
ギャラリーでは14,000点
に及ぶ収蔵資料をもとに
企画展を開催しています。

　日本資本主義の父と称される
渋沢栄一の原点でもある、27歳
で随行したパリ万博使節団での
欧州歴訪の軌跡を紹介（９月23
日まで）。写真は、杉浦譲と渋沢
栄一の欧州見聞記「航西日記」。

くらし館
　明治から現代における
人々の暮らしとガスの関わ
りやガスの進化を紹介して
います。調理、暖房、風呂
などの懐かしいガス器具を
一堂に展示。また、渋沢栄
一ギャラリーでは、東京の
ガス事業の発展に尽力した
足跡をたどります。

営業時間や休館日、アクセス等の詳細は、GAS MUSEUMホーム
ぺージでご確認ください。（https://www.gasmuseum.jp/）

ガス灯館（左）とくらし館
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　令和６年７月３日に 20年ぶりに発行された新紙幣の偉人シリーズ、ラストを飾るのは新一万札の肖像
の渋沢栄一です。日本の近代化に多くの功績を残し、「近代日本経済の父」と称された軌跡をたどります。

渋沢 栄一渋沢 栄一

写真提供：埼玉県深谷市所蔵

新一万円札

　倒幕の志士から一橋家の家臣に　
　渋沢栄一は、1840（天保 11）年、武蔵国榛沢郡血
洗島村（現・埼玉県深谷市血洗島）の裕福な農家に生
まれました。幼少の頃より家業である藍玉の製造や販
売を手伝い、父親から学問の手ほどきを受け、『論語』
などの四書五経を学びます。
　青年となった栄一は、幕府が欧米列強国から開国を
迫られて弱腰なことに憤り、倒幕運動に参加します。
同志とともに横浜の外国人居留地の焼き払いを計画す
るものの直前で断念。幕府に追われる身となります
が、一橋家の重臣・平岡円四郎の計らいで京都へと逃
げ延びます。その後、一橋慶喜の家臣となり、藩の財
政改善などに手腕を発揮しました。

　将軍・慶喜の意を受けて欧州留学　
　1866（慶応２）年、慶喜が徳川 15 代将軍の座に
つくと、栄一は倒幕の志士だった自身が将軍に仕える
わけにはいかないと辞職を決意しますが、慶喜の意を
受け、慶喜の弟・昭武のパリ万国博覧会参列と欧州留
学に同行するため、フランスへ旅立ちます。蒸気機関

車、上下水道、電灯など、西洋の科学技術に目を見張
る一方、栄一が最も感銘を受けたのは金融や株式会社
といった経済システムでした。留学中に多くを学ぼう
と西洋人との交流を深めますが、1867（慶応 3）年
の慶喜の大政奉還により、一行に帰国の命が下ります。

　実業家として近代日本の発展に貢献
　帰国後の栄一は、慶喜が謹慎している駿府藩（現・
静岡県静岡市）で欧州での学びを実践し、藩の財政危
機を救います。その活躍が明治新政府の目に留まり、
1869（明治２）年、民部省（のちの大蔵省）租税正
に任命され、税制や貨幣制度、郵便制度、国立銀行条
例の制定、鉄道の敷設、富岡製糸場の設置などを行い、
実績を重ねました。
　1873（明治 6）年、大蔵省を辞任して実業界へと
踏み出します。第一国立銀行（現・みずほ銀行）を皮
切りに次々と会社を設立。自身の蓄財には無関心で、
事業で得た利益は福祉や医療、教育など社会に還元し
ていきました。91 年の生涯で栄一が関わった企業は
約 500 社、取り組んだ社会福祉事業は約 600 を数え
ます。

　『論語と算盤』は栄一の講演の口述を
まとめたもので、1916（大正5）年に
出版。５歳から『論語』を学び始め、そ
れを生涯の教えとした栄一は、「企業は
大きな欲望を抱いて経済活動を行うくら
いの気概が必要だが、利益を追求するあ
まり道徳が置き去りにされてはいけな
い。国や人類の繁栄に責任を持たなけれ
ばならない」とし、道徳と経済の両立を
提言しました。出版から100年以上を経
た今もなお、迷ったときに立ち返りたい
原点として読み継がれています。

道徳と経済の両立
『論語と算盤』
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